
 

 

 

 

 

佐渡市 トンネル修繕計画 

（個別施設計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ５年 ３月 改定 

令和 ２年 ３月 策定 

 

佐渡市 建設部 建設課  



 

 

１ 計画策定の背景、目的 

トンネルは、道路ネットワーク形成において、山などの障害物がある際にも、自動車や人

が安全・円滑・快適に通行する空間を確保することを目的に設置された施設です。 

本計画は、定期点検による市道のトンネル（以下「トンネル」という。）の状態の把握、

計画的な補修を着実に進め、トンネルの長寿命化とトンネルの補修や維持管理に係る費用

の縮減を図りつつ、重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保していくために策定す

るものです。 

 

２ 計画期間 

５年に 1 回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔が明らかになるよう計画期間は平成

３０年度から令和９年度までの 10 年間とします。なお、点検結果等を踏まえ、適宜、計画

を更新します。 

 

３ 施設の現状 

⑴ 対象施設 

No. 施設名 路線名 建設年次 延長 幅員 等級 摘要 

1 沢崎トンネル 市道小木半島巡環線 昭和５３年 96.0ｍ 8.0m D  

2 枕状岩トンネル 市道小木半島巡環線 昭和５３年 171.0ｍ 8.0m D  

3 中の尾トンネル 市道外山１号線 平成１８年 159.0ｍ 6.5m D  

4 大杉トンネル  昭和 6 年 25.0ｍ   通行止め 

5 赤岩トンネル  大正９年 9.0ｍ   通行止め 

 

⑵ 施設の現状 

市が管理するトンネルは５本ありますが、うち２本は通行止めとなっている為、平成

３０年４月１日現在で３本です。建設後の経過年数は１２～４０年と比較的古い施設

です。平成３０年度に定期点検を実施し３本の点検を実施しました。 

 

⑶ 施設の課題 

トンネルは、施設の崩壊に至った際の復旧が困難であり、非常に膨大な費用を要する

ため、長寿命化に向けた継続的な管理が望ましい施設です。 

また、トンネル覆工の剥落などは、通行車両や歩行者に直接被害を与える可能性があ

るため、第三者被害防止の観点から予防保全型（予防維持型）による管理を行い、適切

な時期に補修を行うことで、補修に要する費用の縮減と予算の平準化を行う必要があ

ります。 

定期点検による確実な状態把握（早期発見）、点検結果に基づく確実な対策（早期補

修）が必要である他、LCC 分析により措置方針の検討を図る事が重要となります。 



 

 

４ 個別基本方針（マネジメントの方向性） 

⑴ 配置、規模及び機能の適正化について 

市内には３本のトンネルがありますが、いずれも道路ネットワーク形成において重

要な施設であり、将来にわたってトンネルの機能を継続的に発揮するために、状態把

握・維持修繕対策などの管理を行うことが必要となります。 

 

⑵ メンテナンスサイクルの基本的な考え方について 

トンネルの老朽化対策を確実に進めるため、点検から始まり、診断、措置、記録とい

うメンテナンスサイクルを構築します。 

メンテナンスサイクルの推進により、適切な維持管理を実施します。 

  

⑶ 定期点検について 

定期点検については、施設単位で実施するものとし、５年に１回の頻度で、近接目視

を基本とした点検を実施します。 

点検方法は、「道路トンネル定期点検要領 平成 26 年 6 月 国土交通省道路局」に基

づき、実施します。 

 

⑷ 健全性の診断について 

点検・調査の結果に基づき、健全性の診断を行い、診断結果により下表のとおり区分

します。 

トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成 26 年 3 月国土交通省告

示、同年 7 月 1 日施行） 

区分 状態 

Ⅰ 健全 
構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の

観点から措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期 

に措置を講ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可 

能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態 

 

⑸ 対策の優先順位の考え方 

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講じます。 

対策の優先順位の考え方として、 

・損傷度合（判定区分Ⅳ＞判定区分Ⅲ＞判定区分Ⅱ 等） 



 

 

・損傷が第三者に与える影響（アーチ部＞側壁部 等） 

・路線の重要度（迂回路の有無 等） 

などを勘案し、計画的に補修を行っていきます。 

 

⑹ 記録について 

各種点検結果や補修等の履歴を記録、保存します。 

 

5 計画全体の方針 

⑴  老朽化対策における基本方針 

  ５年に 1 回の定期点検により、施設の状態を把握し、定期的に基本方針を見直し、他 

施設との優先順位を見直した個別施設計画を策定する事で、確実な老朽化対策を実 

施します。 

 

⑵  新技術の活用について 

  定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化や費用縮減などを図るために新 

技術等の導入を今後検討します。「新技術情報提供システム（NETIS）」や「点検支援 

技能性能カタログ」、また「Made in 新潟 新技術普及・活用制度（新潟県）」などを 

参考に、新技術の活用を検討します。 

 

⑶  費用の縮減に関する方針 

当市で管理するトンネルは集落と市街地を繋ぐ重要路線であり、社会経済情勢や施 

設の利用状況等の変化に応じた施設の集約化・撤去、機能縮小等の検討は極めて困 

難である。そこで定期点検により健全度を把握し、日常的な維持管理や予防保全的 

な修繕等を実施することで、将来的に大規模な修繕を回避します。 

また、費用の縮減や事業の効率化等の効果が見込まれる新技術、新工法の活用を検 

討し、点検・修繕にかかる費用の大規模化及び高コスト化を回避し、費用の縮減を 

図ります。 

 

６ 個別基本方針に沿った具体的な取組 

⑴  点検結果 

No. 施設名 路線名 点検年次 点検結果 

1 沢崎トンネル 市道小木半島巡環線 平成３０年 Ⅲ 

2 枕状岩トンネル 市道小木半島巡環線 平成３０年 Ⅲ 

3 中の尾トンネル 市道外山１号線 平成３０年 Ⅱ 

4 大杉トンネル   通行止め 

5 赤岩トンネル   通行止め 



 

 

⑵ 対策内容と実施時期 

No. 施設名 補修内容 補修実施年度 概算費用（千円） 

1 沢崎トンネル 市道小木半島巡環線 令和 2 年～5 年 27,000 

2 枕状岩トンネル 市道小木半島巡環線 令和 2 年～5 年 47,000 

3 中の尾トンネル 市道外山１号線  補修の必要なし 

4 大杉トンネル   通行止め 

5 赤岩トンネル   通行止め 

 

７ 添付資料 

保全計画 

箇所図 



枕状岩トンネル

沢崎トンネル

外山トンネル
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